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１.　農学部公開シンポジウム
　平成20年度より内閣官房と連携して開講している「地域活性化システム論－農学と地域活性化－」の第１
回を兼ねて，10月18日（土）に農学部３号館多目的室において第13回農学部公開シンポジウムを開催した。
伝統野菜・在来野菜に焦点を当てて，農林水産省の施策に続き，長野県と山形県における野菜の在来品種を
利用した地域活性化の取り組み事例について紹介いただいた。さらにマスコミと流通業界の視点から伝統野
菜の積極的な活用についてのコメントに基づいて，報告者と受講生の双方向的なディスカッションを行い，
今後関係者が具体的に取り組むべき課題について検討することができた。
テーマ：伝統的在来野菜を活用した地域活性化
　コンビーナー：吉田　裕一 教授（フィールド科学センター教授）
⑴　「伝統野菜に関連する農林水産省の取り組みについて」
　　　　菱沼義久 氏（農林水産省生産局　農産部園芸作物課 課長）
⑵　「伝統野菜の長野県での取り組み」
　　　　大井美知男 氏（信州大学農学部　教授）
⑶　「在来作物の魅力を地域に活かす～山形の事例から」
　　　　江頭宏昌 氏（山形大学農学部　准教授）
⑷　「伝統野菜とニュースの関係」（14:45 ～ 15:10）
　　　　大村美香 氏（朝日新聞　編集委員）
⑸　「伝統野菜販売企画“いと愛づらし名菜百選”」（15:10 ～ 15:35）
　　　　潮田和也 氏（らでぃっしゅぼーや株式会社 農産部）
２.　公開講座
『育てて食べようおいしい夏野菜－家庭菜園のツボ2014－』
　フィールド科学センター内の畑約20㎡を１区画として受講生に割り当て，ナス，トマト，ピーマンのほか
エダマメ，インゲンマメなどの夏野菜の育て方を指導した。原則として毎週水曜日の午後に講義または大学院・
学部学生による畑での栽培指導を行った。平日の日中のみ入構可能として講義日以外にも収穫や除草などの
管理作業を行うよう指導した。いずれの参加者も熱心で，暑い中で熱心に作物の栽培管理に取り組み，自己
流で行ってきた家庭菜園よりできがよいと好評であった。また，今年度は朝日新聞岡山総局から取材を兼ね
た参加申し込みがあり，積極的な情報発信のために受け入れることとした。取材の成果は５回にわたって朝
日新聞岡山版に掲載されるとともに，ツイッターでも発信されて大変な反響があり，次年度以降に向けてき
わめて有意義な報道機関との情報交換を行うことができた。
　
受講対象者：家庭菜園に興味のある一般市民　39名＋朝日新聞岡山総局
担当教員：吉田
技術職員：宮地・山奥・谷岡
実施場所：岡山農場　南３号圃場
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実施日　　４月９日～９月10日（毎週水曜日）
　　　４月 ９ 日（14時開講）  野菜栽培の基礎，葉菜類の播種・スイートコーン定植
　　　４月16日（14時開講） 果菜類の着果習性，マメ類の播種
　　　４月23日（14時開講） 肥料の種類と与え方，トマトの定植
　　　４月30日  マメ類・ナス・ピーマンの定植
　　　５月 ７ 日  ホウレンソウ・コマツナ・葉ダイコンの間引き
　　　５月14日～８月27日  果菜類の整枝・誘引・栽培管理・収穫
　　　９月 ３ 日（14時開講）  秋野菜の作り方
　　　９月10日  あと片付け
３.　ジュニア公開講座
　“ウシ”にふれよう！～まきばで食といのちを学ぶ～
目的：　ウシを始めとした家畜種は，乳や肉を生産するために人類が飼養している動物である。家畜種に限
らず，植物にしても多くの食料は，愛情を持ってそれらの生命を育むと同時に，最終的にその生命を奪わ
ねばならない。正しい食の意味とそれに関わる諸技術を成長の早い段階から学び考えることは重要なこと
である。また，食品の産地偽装・誤表示や種々の要因による風評被害などが今も繰り返し報道されている。
食といのちについて，食の安全・安心について，またそれを支える様々な科学技術について，親子で考え
る機会を設けることは感受性高く成長期にある子供たちにとって極めて重要である。そこで，ウシの生産
現場で食といのちを学ぶ機会を設けるために本事業を実施した。
事業内容：　第１回目は，参加者にウシに触れ，動物の温かさを知ってもらうところから講座を始めた。牛
舎の中に入り，岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター津高牧場で飼育しているウシ（和牛子
牛および成牛）に触れ，ブラッシングすることで家畜に愛着を持ってもらった。次いで，餌やりや糞だし
などを牛舎での管理を手伝うことを通して，ウシの食べものやそれに対する安全管理，IT技術を使用した
繁殖管理，さらには微生物を利用して糞のにおいを消すなどの環境対策のための取り組みなどについて体
験を通して理解してもらった。講義として，人類のウシ（乳牛および肉牛）飼育の歴史やそれらの一生に
ついて分かり易く解説した。第２回目は，牧場の草地をめぐることによって，ウシが食べる草や食べない
草，それらの植生について理解してもらうとともに，放牧中の牛を管理する技術について学んでもらった。
また，合わせて牧場周辺に生息する植物や野生動物（の足跡）を観察することによって，家畜を飼育する
上での課題（害獣駆逐技術や防疫手法などを含む）を理解してもらった。講義として草地の管理やウシの
飼養管理についてスライドを多用して解説した。さらに，和牛・国産牛・輸入牛の牛肉を比較しながら食
し，その味の違いについて学んでもらった。第３回目は，アイスクリームを実験室で作り，食することで，
畜産物加工技術に対する理解を深めてもらった。その際，ウシの生命を頂くことや食の安全管理に対する
検査技術についても理解してもらった。講義として，畜産物の衛生管理について分かり易く解説した。修
了者には，岡大ウシ博士の修了証を手渡した。
参加者：小学生11名，保護者11名，参加者の兄弟姉妹４名の合計26名
場　所：岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター津高牧場
協　賛：公益財団法人マツダ財団
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　 ９ 月27日 ９：30 ～ ９ ：40 開講式
 ９：40 ～ 10：10 牧場説明と講義（ウシの一生）
 10：10 ～ 11：30 実習（ウシに触れる，牛舎での仕事）
　10月11日 ９：30 ～ 10：00 講義（ウシのエサ）
 10：00 ～ 11：30 実習（まきばを歩こう）
　10月25日 ９：30 ～ 10：00 講義（美味しい畜産物）
 10：00 ～ 11：30 実習（畜産物を理解しよう）
 11：30 ～ 11：50 修了式
４.　FSセンター講演・講習会
　本年度は，センター内外の受講者の安全衛生意識の向上を目標として，２テーマ（熱中症対策，心肺蘇生
法とAEDの使用法）に関する講習会を開催した。いずれも生命に関わるものであり，万一に備え，正しい知
識と技術について，しっかり学ぶことができた。
　１．熱中症の予防対策講習会
　　　日　時：平成26年５月28日（水）
　　　場　所：フィールド科学センター実習室
　　　講　師：保健管理センター内科医師　古賀　光　氏
　２．救急法講習会 
　　　日　時：平成27年３月18日（水）
　　　場　所：フィールド科学センター実習室
　　　講　師：救急法指導員（安全衛生部職員）

